
提

出

者

石

井

紘

基

平
成
十
二
年
十
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

二

二

号

徳
山
ダ
ム
の
水
源
開
発
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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徳
山
ダ
ム
の
水
源
開
発
に
関
す
る
質
問
主
意
書

第
一

木
曽
川
水
系
の
工
業
用
水
道
水
源
開
発
と
需
給
予
測
に
つ
い
て

当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ン
�
�
」
は
、
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ン
�
�
�
�
」
よ
り
も
水
道
水
の
需
要
見
通

し
を
下
方
修
正
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
工
業
用
水
需
要
は
必
ず
増
え
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
目
標
年
次
に
は
供
給
過
剰
で

あ
っ
て
も
目
標
年
次
を
繰
り
延
べ
る
こ
と
で
供
給
に
対
応
す
る
需
要
は
発
生
す
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
た
。
木
曽
川
水
系

水
資
源
開
発
基
本
計
画
に
お
い
て
、
目
標
年
次
�
�
�
�
年
を
�
�
�
�
年
に
繰
り
延
べ
た
の
も
ま
さ
に
そ
の
思
考
法
に
よ

る
。
し
か
し
�
�
�
�
年
以
降
開
発
さ
れ
た
工
業
用
水
は
、
当
初
予
測
の
需
要
は
発
生
し
て
い
な
い
。
水
資
源
開
発
公
団
か
ら

工
業
用
水
を
「
買
っ
た
」
工
業
用
水
事
業
者
は
、
そ
の
水
を
企
業
に
売
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
償
還
費
用
を
一
般
会
計

か
ら
補
填
す
る
と
い
う
異
常
な
会
計
操
作
を
行
っ
て
し
の
い
で
い
る
。
木
曽
川
水
系
水
資
源
開
発
基
本
計
画
に
の
っ
と
っ
た
水

源
開
発
が
工
業
用
水
道
事
業
会
計
を
圧
迫
し
、
ひ
い
て
は
住
民
に
重
い
負
担
を
強
い
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
状

態
が
解
消
さ
れ
る
だ
け
の
工
業
用
水
需
要
の
伸
び
は
到
底
見
込
め
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
徳
山
ダ
ム
建
設
と
い
う
形
で
、

ま
だ
新
た
な
工
業
用
水
道
水
源
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。

工
業
水
道
事
業
の
適
正
な
経
営
と
住
民
の
負
担
軽
減
の
見
地
か
ら
以
下
質
問
す
る
。

一



な
お
、
項
目
を
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
項
目
の
番
号
ご
と
に
答
弁
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
た
い
。

一

こ
れ
ま
で
木
曽
川
水
系
水
資
源
開
発
基
本
計
画
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
工
業
用
水
に
つ
い
て
、
各
水
源
施
設
別
・
事
業
者

別
の
開
発
水
量
・
水
利
権
水
量
・
実
供
給
量
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二
�

岐
阜
県
で
は
近
年
ま
で
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計
の
存

在
し
な
い
状
況
で
、
工
業
用
水
道
事
業
者
は
存
在
す
る
と
い
え
る
か
。
い
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
要
件
等
、
法
的
根
拠
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

現
在
、
岐
阜
県
の
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計
は
暫
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
岩
屋
ダ
ム
工
業
用
水
道
水
源
費
・
徳
山
ダ

ム
工
業
用
水
道
水
源
費
は
、
こ
の
会
計
か
ら
は
支
出
さ
れ
て
い
な
い
。

（
一
）

国
が
岐
阜
県
に
対
し
て
岩
屋
ダ
ム
及
び
徳
山
ダ
ム
工
業
用
水
道
水
源
費
負
担
金
と
し
て
交
付
し
た
金
額
を
年
度

別
に
示
さ
れ
た
い
。

（
二
）

実
際
に
は
工
業
用
水
が
使
わ
れ
ず
、
こ
う
し
た
補
助
が
、
地
域
の
産
業
振
興
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
現
状
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

（
三
）

岐
阜
県
の
岩
屋
ダ
ム
に
関
す
る
償
還
は
間
も
な
く
終
わ
る
が
、
工
業
用
水
の
水
源
費
の
償
還
が
初
め
か
ら
終
わ

二



り
ま
で
一
般
会
計
か
ら
直
接
償
還
す
る
と
い
う
例
は
他
に
も
あ
る
か
、
お
示
し
頂
き
た
い
。

（
四
）

こ
う
し
た
こ
と
は
法
の
予
定
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
う
し
た
支
出
（
一
般
会
計
か
ら
の
償

還
）
を
可
能
と
す
る
法
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

（
五
）

岐
阜
県
の
徳
山
ダ
ム
工
業
用
水
道
水
源
費
負
担
金
は
、
一
般
会
計
か
ら
直
接
水
資
源
開
発
公
団
に
支
出
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
を
可
能
と
す
る
法
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

三

長
良
川
河
口
堰
で
開
発
さ
れ
た
工
業
用
水
に
は
需
要
が
な
く
、
供
給
を
受
け
た
愛
知
県
・
三
重
県
は
そ
の
償
還
の
財
源
に

窮
し
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
っ
て
償
還
し
て
い
る
。
こ
れ
も
法
の
予
定
す
る
健
全
な
工
業
用
水
道
経
営
と
は
い
え

な
い
。

国
と
し
て
は
、
こ
の
状
況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
有
し
、
こ
れ
を
正
常
な
ら
し
め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
策
を

検
討
し
て
い
る
か
、
お
示
し
願
い
た
い
。

四

工
業
用
水
需
要
予
測
に
つ
い
て

�
（
一
）

フ
ル
プ
ラ
ン
の
需
要
予
測
と
、
各
工
業
用
水
事
業
者
（
工
業
用
水
事
業
者
が
存
在
し
な
い
場
合
は
当
該
県
）
の

工
業
用
水
需
要
予
測
の
異
同
に
つ
い
て
、
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。三



（
二
）

こ
の
両
者
の
数
値
が
大
き
く
違
う
場
合
、
水
源
開
発
計
画
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
数
値
を

整
合
性
・
合
理
性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
い
か
な
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
か
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

�

こ
れ
ま
で
、
国
、
あ
る
い
は
各
県
の
水
需
要
予
測
は
、
常
に
実
際
の
水
需
要
と
乖
離
し
て
き
た
。
工
業
用
水
の
需
要

は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
前
か
ら
、
実
際
に
は
伸
び
る
こ
と
な
く
横
這
い
な
い
し
漸
減
し
て
い
る
。
工
業
出
荷
額
が
伸
び
れ
ば

水
需
要
も
伸
び
る
と
い
う
前
提
が
破
綻
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
一
）

産
業
構
造
の
転
換
に
よ
り
、
多
く
の
水
を
使
用
す
る
業
種
が
相
対
的
に
減
少
し
た
こ
と
も
一
つ
の
要
因
で
は
あ

る
が
、
同
じ
業
種
で
も
補
給
水
原
単
位
は
漸
減
し
て
い
る
こ
と
が
統
計
上
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
工
業

用
水
の
供
給
を
受
け
て
い
る
企
業
の
出
荷
額
の
伸
び
は
、
当
然
に
は
補
給
水
量
の
伸
び
に
は
繋
が
ら
な
い
こ
と
に

あ
る
。
企
業
は
出
荷
額
の
増
減
に
か
か
わ
ら
ず
原
則
と
し
て
そ
の
契
約
水
量
を
使
い
き
る
が
、
生
産
量
が
増
え
た

と
き
に
は
生
産
工
程
の
工
夫
に
よ
っ
て
（
使
用
水
原
単
位
の
低
減
、
工
場
内
で
回
収
率
の
上
昇
等
）
、
新
た
な
負

担
を
意
味
す
る
契
約
水
量
の
増
加
を
で
き
る
だ
け
回
避
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

補
給
水
原
単
位
と
工
業
出
荷
額
と
は
む
し
ろ
反
比
例
の
（
積
で
あ
る
補
給
水
量
が
一
定
）
関
係
に
あ
る
と
い
う

学
者
の
見
解
も
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
の
認
識
は
い
か
が
か
。

四



（
二
）

補
給
水
原
単
位
も
し
く
は
使
用
水
原
単
位
を
固
定
し
て
（
あ
る
い
は
逆
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
曲
線
の
飽
和
値
を
高

め
に
設
定
す
る
な
ど
し
て
）
出
荷
額
を
乗
じ
る
と
い
う
手
法
か
ら
は
、
妥
当
な
工
業
用
水
需
要
を
予
測
す
る
こ
と

は
で
な
い
と
考
え
る
。

現
在
、
フ
ル
プ
ラ
ン
改
定
作
業
中
で
あ
る
が
、
旧
フ
ル
プ
ラ
ン
策
定
時
の
工
業
用
水
需
要
予
測
の
手
法
と
、
新

た
な
フ
ル
プ
ラ
ン
作
業
に
お
け
る
工
業
用
水
需
要
予
測
の
手
法
の
異
同
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

�

ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ン
�
�
を
前
提
と
し
て
、
東
海
地
域
の
工
業
用
水
の
需
要
予
測
を
行
っ
た
場
合
、
徳
山
ダ
ム
を
水
源

と
す
る
工
業
用
水
の
需
要
の
発
生
に
つ
い
て
、
政
府
の
認
識
す
る
数
値
を
、
根
拠
を
も
っ
て
示
さ
れ
た
い
。
（
地
域
別
、

事
業
者
別
）

五

ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ン
�
�
は
、
水
需
要
の
伸
び
が
大
幅
に
鈍
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
水
源
開
発
を
続
け
る
理
由
と

し
て
「
渇
水
対
策
」
を
挙
げ
る
。

建
設
省
も
、
「
東
海
地
方
の
水
余
り
」
論
に
対
し
て
「
こ
の
地
域
は
利
水
安
全
度
が
低
い
」
、
「
建
設
省
が
質
の
良
く
な

い
（
供
給
能
力
に
欠
陥
が
あ
る
『
水
膨
れ
』
の
）
水
利
権
を
許
可
し
た
た
め
、
・
・
・
水
利
権
の
額
面
ど
お
り
供
給
能
力
が

発
揮
さ
れ
な
い
」
（
平
成
�
�
年
�
月

中
部
地
方
建
設
局
河
川
部
長
）
か
ら
新
た
な
水
資
源
開
発
が
必
要
と
言
っ
て
い

五



る
。徳

山
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
に
お
い
て
、
中
部
経
済
連
合
会
専
務
理
事
は
「
�
�
�
�
年
渇
水
で
は
�
�
�
億
円
の

被
害
が
あ
っ
た
か
ら
、
徳
山
ダ
ム
の
水
が
必
要
だ
」
と
い
う
論
を
展
開
し
た
。
「
数
十
年
に
一
度
、
私
企
業
に
�
�
�
億
円

の
被
害
が
あ
る
か
ら
、
公
的
資
金
を
数
千
億
円
投
じ
て
ダ
ム
を
作
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
論
は
首
肯
し
か
ね
る
。

�

も
し
国
が
「
渇
水
対
策
」
と
し
て
新
た
な
水
源
確
保
が
必
要
だ
と
い
う
論
に
立
つ
な
ら
、
こ
の
地
域
の
渇
水
被
害
の
程

度
と
そ
の
確
率
に
つ
い
て
根
拠
あ
る
数
値
を
示
し
、
そ
の
対
策
案
・
対
策
に
要
す
る
金
額
・
負
担
す
べ
き
者
に
つ
い
て
、

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

仮
に
徳
山
ダ
ム
に
よ
る
新
た
な
水
源
開
発
の
目
的
が
東
海
地
域
の
利
水
安
全
度
の
向
上
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
徳
山
ダ

ム
に
よ
る
開
発
水
は
、
す
で
に
「
供
給
能
力
に
欠
陥
が
あ
る
『
水
膨
れ
』
の
」
水
利
権
を
取
得
し
て
い
る
地
域
に
供
給
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

と
す
る
と
大
が
か
り
な
導
水
設
備
が
必
要
と
な
り
、
水
単
価
は
非
常
に
高
い
も
の
と
な
る
。
工
業
用
水
は
特
定
企
業
の

受
益
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
国
あ
る
い
は
地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源
を
も
っ
て
そ
の
負
担
に
充
て
る
べ
き
性
質
の
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
負
担
を
企
業
に
転
嫁
す
れ
ば
他
地
域
（
ま
た
は
外
国
）
企
業
と
の
コ
ス
ト
競
争
に
お
い
て
甚

六



だ
し
く
不
利
益
と
な
り
、
企
業
活
動
の
沈
滞
ま
た
は
企
業
そ
の
も
の
の
他
地
域
へ
の
流
出
を
招
く
。
こ
う
し
た
面
か
ら
の

「
渇
水
対
策
」
負
担
に
つ
い
て
の
考
え
方
か
を
お
答
え
願
い
た
い
。

�

建
設
省
は
「
岩
屋
ダ
ム
の
水
供
給
能
力
は
そ
の
公
称
能
力
に
は
及
ば
な
い
」
と
い
う
。
一
方
、
岩
屋
ダ
ム
で
開
発
さ
れ

た
工
業
用
水
は
未
だ
需
要
者
が
な
く
余
っ
て
い
る
。
「
岩
屋
ダ
ム
に
は
そ
の
公
称
能
力
が
な
く
新
た
に
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
い
う
の
な
ら
、
岐
阜
県
で
�
�
年
間
使
わ
れ
ず
、
今
後
も
具
体
的
な
需
要
見
込
み
の
な
い
工
業
用
水
道
水
源
を

「
渇
水
対
策
」
に
充
て
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
そ
れ
が
で
き
な
い
の
か
。
見
解
を
伺
い
た

い
。

第
二

徳
山
ダ
ム
に
お
け
る
開
発
水
の
岐
阜
県
大
垣
地
域
へ
の
供
給
に
つ
い
て

徳
山
ダ
ム
で
の
新
規
開
発
水
の
う
ち
、
�.

�
ト
ン
毎
秒
は
水
道
水
と
し
て
、
�.

�
ト
ン
毎
秒
は
工
業
用
水
と
し
て
供
給

先
は
岐
阜
県
大
垣
地
域
に
供
給
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
全
部
の
需
要
を
地
下
水
で
賄
っ
て
き

た
。
大
垣
市
は
「
水
の
都
」
と
言
わ
れ
、
地
下
水
及
び
湧
き
水
を
源
と
し
て
縦
横
に
流
れ
る
小
河
川
は
こ
の
地
域
の
文
化
の
中

心
で
あ
り
、
地
下
水
を
水
源
と
す
る
「
お
い
し
く
て
安
全
で
安
い
水
道
」
は
市
民
の
誇
り
で
も
あ
る
。

こ
の
豊
富
な
地
下
水
を
工
業
用
水
と
し
て
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
し
た
繊
維
工
業
が
盛
ん
な
頃
（
�
�
�
�
年
代
か
ら
�
�
年
代

七



前
半
）
、
大
垣
市
中
心
部
の
地
下
水
の
静
水
位
が
下
が
り
地
下
水
の
危
機
が
取
り
ざ
た
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
工
業

用
水
汲
み
上
げ
が
大
幅
に
減
少
し
た
最
近
は
静
水
位
は
上
昇
し
、
中
心
部
の
家
庭
の
涸
れ
て
い
た
井
戸
が
復
活
し
て
き
て
い

る
。こ

の
地
域
に
は
徳
山
ダ
ム
開
発
水
の
供
給
は
不
要
な
ば
か
り
で
な
く
、
財
政
・
健
康
・
文
化
な
ど
各
方
面
で
多
大
な
悪
影
響

を
与
え
る
と
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
以
下
質
問
す
る
。

な
お
、
項
目
を
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
項
目
の
番
号
ご
と
に
答
弁
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
た
い
の
は
第
一
と
同
様
で
あ

る
。

一

岐
阜
県
は
「
地
盤
沈
下
対
策
と
し
て
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
を
規
制
し
、
揖
斐
川
表
流
水
へ
の
水
源
転
換
が
必
要
で
あ

る
」
と
言
い
、
そ
れ
を
徳
山
ダ
ム
に
よ
る
新
規
利
水
の
必
要
性
の
根
拠
と
し
て
い
る
。

�

大
垣
地
域
は
「
濃
尾
平
野
地
盤
沈
下
防
止
等
対
策
要
綱
」
の
規
制
地
域
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
濃
尾
平
野
の
地
盤
沈
下

が
大
い
に
問
題
に
な
っ
て
い
た
頃
の
「
大
垣
市
の
環
境
」
（
昭
和
�
�
年
版
・
大
垣
市
）
に
よ
れ
ば
「
幸
い
、
当
地
方
で

は
、
地
下
水
の
節
水
努
力
等
に
よ
っ
て
地
盤
沈
下
は
生
じ
て
い
な
い
」
（
�
�
頁
）
と
あ
る
。

そ
の
後
、
大
垣
市
の
地
下
水
揚
水
量
は
大
幅
に
減
っ
て
い
る
（
昭
和
�
�
年
：
工
業
用
水＝

�
�
万
ト
ン
／
日
、
水
道

八



水＝

�
万
�
�
�
�
ト
ン
／
日
。
平
成
�
�
年＝

工
業
用
水＝

�
�
万
�
�
�
�
ト
ン
／
日
、
水
道
水＝

�
万
�
�
�
ト

ン
／
日
。
い
ず
れ
も
大
垣
市
の
資
料
）

（
一
）

大
垣
地
域
に
お
け
る
地
盤
沈
下
に
つ
い
て
、
地
点
と
沈
下
量
を
年
ご
と
に
（
累
積
だ
け
で
な
く
）
示
さ
れ
た

い
。

（
二
）

岐
阜
県
や
建
設
省
が
「
地
盤
沈
下
が
あ
る
」
と
し
て
示
す
地
点
は
、
堤
防
・
道
路
・
鉄
道
の
沿
線
に
限
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
大
垣
地
域
の
地
下
水
揚
水
は
減
っ
て
お
り
、
地
下
水
の
静
水
位
は
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

仮
に
大
垣
地
域
に
地
盤
沈
下
が
あ
る
と
し
て
も
、
地
盤
沈
下
の
原
因
は
地
下
水
揚
水
に
よ
る
も
の
と
は
い
え
な

い
の
で
は
な
い
か
。
も
し
言
え
る
な
ら
、
科
学
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

�

国
と
し
て
、
大
垣
地
域
に
お
い
て
「
規
制
に
よ
っ
て
地
下
水
揚
水
を
現
在
よ
り
減
ら
す
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
認
識
を

有
し
て
い
る
か
。

�

仮
に
地
下
水
揚
水
規
制
に
よ
っ
て
工
業
用
水
道
か
ら
の
受
水
を
強
制
さ
れ
れ
ば
、
「
豊
富
な
地
下
水
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

え
る
」
と
い
う
こ
と
で
立
地
し
た
工
場
は
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
失
う
。
そ
れ
で
な
く
て
も
繊
維
関
係
の
工
場
の
操
業
停
止
・

撤
退
で
空
洞
化
し
て
い
る
こ
の
地
域
の
産
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
対
策
を
い
か
に
考
え
る

九



か
、
伺
い
た
い
。

二

こ
の
地
域
の
各
自
治
体
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地
下
水
に
よ
っ
て
住
民
に
十
分
な
水
道
水
を
供
給
で
き
る
と
す
る
計
画
を

持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
岐
阜
県
は
、
徳
山
ダ
ム
完
成
後
に
は
、
こ
の
地
域
で
水
道
水
の
水
源
転
換
を
行
う
と
し
て
い
る
。

市
民
が
、
そ
の
見
解
の
不
整
合
を
質
し
て
も
「
将
来
の
環
境
変
化
次
第
」
（
大
垣
市
・
�
月
�
�
日
）
と
い
う
甚
だ
曖
昧
な

回
答
し
か
得
ら
れ
な
い
。

そ
の
一
方
、
建
設
省
が
今
年
�
月
に
発
表
し
た
�
�
�
�
年
秋
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
調
査
に
よ
る
と
、
揖
斐
川
福
岡
大
橋
地

点
は
、
水
質＝

０
.８０
p
g
－
T
E
Q

／L

（
調
査
対
象
で
あ
る
全
国
�
�
地
点
の
う
ち
二
番
目
）
、
底
質１９

p
g
－
T
E
Q

／g

（
調

査
対
象
で
あ
る
全
国
�
�
地
点
の
う
ち
五
番
目
）
で
、
水
質
・
底
質
と
も
に
高
い
値
を
示
し
た
と
い
う
意
味
で
は
実
質
ワ
ー

ス
ト
�
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
�
�
�
�
年
の
環
境
庁
調
査
で
は
同
地
点
で
水
質
の
平
均
は０

.８８
p
g
－
T
E
Q

／L

で
、
特
に
同
年
冬
は１
.４
p
g
－
T
E
Q

／L

と
い
う
環
境
基
準
を
上
回
る
値
を
検
出
し
て
い
る
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
毒
性
に
つ
い
て
は
未
解
明
な
部
分
が
多
く
、
人
体
へ
の
摂
取
量
は
可
能
な
限
り
ゼ
ロ
に
近
い
方
が
望
ま

し
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
現
在
の
環
境
基
準
値
の�

p
g
－
T
E
Q

／L

と
い
う
の
も
暫
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
世
界
的
な
動

向
を
見
れ
ば
、
将
来
は
一
層
厳
し
い
値
を
採
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
揖
斐
川
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

一
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が
高
濃
度
で
あ
る
こ
と
の
原
因
が
全
く
特
定
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
将
来
、
さ
ら
に
汚
染
濃
度
が
高
く
な
る
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。

�

仮
に
上
記
一
の
「
地
盤
沈
下
対
策
」
が
根
拠
あ
る
も
の
と
仮
定
し
て
も
、
地
下
水
揚
水
の
大
部
分
を
占
め
る
工
業
用
水

の
揚
水
規
制
を
考
慮
す
る
の
は
と
も
か
く
、
住
民
の
健
康
へ
の
影
響
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
水
道
水
の
水
源
転

換
は
断
じ
て
な
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

岐
阜
県
及
び
大
垣
市
は
、
市
民
か
ら
の
「
発
生
源
を
特
定
す
る
こ
と
、
汚
染
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
、
新
た
な
発
生

の
防
止
と
汚
染
の
除
去
に
つ
い
て
の
具
体
的
方
策
を
示
す
こ
と
」
と
の
要
望
に
対
し
、
「
環
境
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
る

の
で
、
特
に
調
査
や
対
策
を
行
う
予
定
は
な
い
」
と
し
て
拒
否
し
て
い
る
。

木
曽
川
水
系
水
源
開
発
基
本
計
画
に
お
い
て
、
徳
山
ダ
ム
建
設
に
伴
い
揖
斐
川
表
流
水
を
水
道
水
の
水
源
と
し
て
使
用

す
る
と
し
て
い
る
（
岐
阜
県
�.

�
ト
ン
毎
秒
、
愛
知
県
�
ト
ン
毎
秒
、
名
古
屋
市
�
ト
ン
毎
秒
）
以
上
、
そ
の
水
質
の

安
全
性
確
認
は
不
可
欠
で
あ
る
。
国
及
び
水
資
源
開
発
公
団
が
、
責
任
を
も
っ
て
安
全
性
の
確
認
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

国
の
責
任
で
、
発
生
源
の
特
定
、
汚
染
の
実
態
把
握
、
新
た
な
発
生
の
防
止
と
汚
染
の
除
去
に
つ
い
て
の
具
体
的
方
策

の
策
定
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

一
一



右
質
問
す
る
。

一
二


